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　税対経営部は青色申告者向けに令和7

年度確定申告対策の講習会を2回にわた

り協会会議室・WEB併用で開催した。第1

回（1月29日）は決算書作成上の留意点を、

第2回（2月5日）は確定申告書の作成に

ついて解説。今年度より講師を一新し、

税理士の渡邊由美子氏・古閑千枝氏が担

当し、全体で11名が参加した。

　第1回では渡邊氏が「期中に取得した減価償却資産は事業供用日（購入日

ではなく使い始めた日）から減価償却が可能。初年度は1年分計上ではない」

と指摘した。トピックスで▽電子帳簿保存法、▽中小企業投資促進税制、▽

基礎控除の変更―などにふれた。

　第2回では、古閑氏が前半で所得税と控除を概説。不動産所得がある場合

は専用の決算書で先に計算することを強調した。また、令和7年から新設さ

れた「特定親族特別控除（19歳以上23歳未満で年間所得123万円以下であれ

ば一定の控除が受けられる）」や基礎控除の見直し（令和7・8年の特例加算

と9年以降の変更）などを取り上げた。後半では第1回で作成した青色申告決

算書をもとに確定申告書を実際に作成。その際、確定申告書別表2における「特

例適用条文等」欄に「措法26」の文言記載と、事業税「非課税所得など」の

欄に保険診療の金額記載漏れがないように注意を促した。また確定申告は単

に納税のためだけではなく、医院経

営の判断材料としてデータを有効

活用してほしい、とした。

協会ホームページ内「会員ページ」を利用する際は、ユーザー名、パスワードが必要です。ご存知のない方は事務局までお問合せください（ ℡ 045-313-2111）。

  □   先日始まった、病院や診療所向けの「賃上支援金」は令和7年12月～令和8

年5月までの6カ月間の賃金改善に充当する支援金です。

　　　例：無床診療所1施設あたり最大15万円

  □   さらに、令和8年6月1日以降もこのベースアップの水準を維持・拡大する

ことが原則となります。

  □   賃金改善の方法は2通り（以下のいずれか）です。

　　　① 令和7年12月～令和8年5月までの間のベースアップを実施する。

　　　②  直ちにベースアップ困難な場合は、令和7年12月～令和8年3月の4カ月

分の一時金（または特別手当）を3月までに支給し、4月～5月につい

てはベースアップを実施する（下図参照）。

図： 一時金（特別手当）とベースアップを組み合わせて賃金改善を行うイメージ

 □  県の次回申請受付は4月中旬～5月中旬となります（県から個別に案内予定）。

　

協
会
で
は
２
月
か
ら
４
月

を
「
春
の
会
員
増
加
推
進
月

間
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

年
度
の
会
員
増
加
目
標
数
を

設
定
し
、
達
成
に
向
け
て
新

点
数
研
究
会
は
じ
め
各
種
研

究
会
・
相
談
事
業
を
中
心
と

し
た
協
会
の
魅
力
を
、
ま
だ

協
会
に
入
ら
れ
て
い
な
い
先

生
方
に
お
伝
え
し
て
い
く
。

　

さ
て
、
こ
の
間
の
協
会
の

会
員
動
向
は
、
高
齢
化
や
閉

院
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理

由
で
の
退
会
や
、
人
件
費
・

治
療
材
料
費
の
高
騰
な
ど
を

理
由
に
経
営
が
立
ち
行
か
ず

に
閉
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

の
退
会
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
慢
性
的
に
続
く

低
診
療
報
酬
政
策
、
新
規
開

業
数
減
少
等
の
要
因
か
ら
会

員
増
加
率
は
鈍
化
傾
向
と
な

り
厳
し
い
状
況
だ
。

　

一
方
、
今
年
６
月
施
行
の

今
次
診
療
報
酬
改
定
は
物
価

高
・
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
高
騰
対
策
を
謳
っ
た

改
定
と
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
改
定
率
は
全
体
（
ネ
ッ

ト
）
で
２
・
２２
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
１４
年
振
り
の
全

体
（
ネ
ッ
ト
）
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
と
は
い
え
、
改
定
率
の

内
訳
を
み
る
と
通
常
改
定

分
、
い
わ
ゆ
る
「
真
水
」
の

部
分
は
プ
ラ
ス
０
・
２５
％
に

す
ぎ
な
い
。

　

保
険
医
療
機
関
が
現
状
の

窮
地
か
ら
脱
す
る
た
め
に

は
、
よ
り
大
幅
な
プ
ラ
ス
改

定
・
医
療
費
総
枠
拡
大
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
が
全
医

療
機
関
経
営
の
安
定
に
つ
な

が
り
、
ひ
い
て
は
協
会
会
員

増
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
協
会
と
し
て

医
療
費
総
枠
拡
大
を
求
め
る

運
動
を
行
っ
て
い
く
所
存
だ
。

　

ま
た
、
改
定
内
容
に
つ
い

て
医
科
は
再
診
料
、
歯
科
は

初
・
再
診
料
が
引
き
上
が
る
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
対

象
が
拡
充
さ
れ
、
さ
ら
に
物

価
対
応
料
が
新
設
。
医
科
で

影
響
が
大
き
い
の
は
、
生
活

習
慣
病
管
理
料
（
Ⅱ
）
に
つ

い
て
、
包
括
さ
れ
て
い
た
悪

性
腫
瘍
特
異
物
質
治
療
管
理

料
な
ど
の
管
理
料
が
今
次
改

定
で
別
途
算
定
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
な
ど
だ
。

　

歯
科
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ

ン
レ
ー
の
算
定
要
件
の
一
つ

で
あ
っ
た
「
咬
合
支
持
要
件
」

の
撤
廃
や
歯
周
病
安
定
期
治

療
と
歯
周
病
重
症
化
予
防
治

療
が
統
合
さ
れ
る
な
ど
、
複

雑
な
改
定
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
れ
ら
改
定
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
開
催
予
定
の
新

点
数
研
究
会
（
県
内
複
数
会

場
開
催
）
で
詳
細
を
解
説
す

る
。
当
会
の
新
点
数
研
究
会

で
は
改
定
ご
と
に
保
団
連
・

協
会
が
独
自
製
作
し
た
テ
キ

ス
ト
を
用
い
て
お
り
、
「
非

常
に
分
か
り
や
す
い
」
と
の

評
価
を
多
数
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
の
研
究
会
を
き
っ
か

け
に
入
会
さ
れ
る
先
生
方
も

少
な
く
な
い
。

　

協
会
は
新
点
数
研
究
会
以

外
に
も
学
術
的
な
研
究
会
や

経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
新
規
個
別

指
導
対
策
の
新
規
指
定
医
講

習
会
等
各
種
研
究
会
や
保
険

診
療
・
医
院
経
営
の
相
談
事

業
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
積

極
的
に
協
会
事
業
を
活
用
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
会

員
の
皆
様
に
は
様
々
な
要
望

を
協
会
に
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
ま
だ
協
会
に
入
会
さ
れ

て
い
な
い
先
生
に
協
会
事
業

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

春
の
会
員
増
加
推
進
月
間
を
迎
え
て

協
会
事
業
の
ご
活
用
を

口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
歯
科
の
現
状
と
未
来

歯
科
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状

歯
科
臨
床
研
究
会

ル
変
革
で
す
。
特
に
近
年
、
口

腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）

が
保
険
収
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ

と
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
歯

冠
補
綴
装
置
を
中
心
と
し
た
臨

床
応
用
と
、
歯
学
部
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
教
育
導
入
と

い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
、
現
状

と
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

臨
床
応
用
の
実
際

臨
床
応
用
の
実
際

　

臨
床
面
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
特

徴
を
従
来
法
と
比
較
検
討
い
た

し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ
は
単
な
る

印
象
採
得
の
ツ
ー
ル
で
は
な

く
、
幅
広
い
用
途
で
活
用
で
き

る
革
新
的
な
機
器
で
あ
り
、
患

者
と
歯
科
医
療
提
供
者
の
双
方

に
高
い
満
足
度
を
も
た
ら
す
こ

と
を
、
ご
参
加
の
先
生
方
と
と

も
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
導
入

に
よ
り
、
コ
ス
ト
面
、
時
間
効

率
、
人
員
配
置
の
す
べ
て
の
面

で
多
く
の
利
点
が
あ
る
こ
と
を

検
証
し
、
今
後
普
及
が
予
想
さ

れ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
可

能
性
に
つ
い
て
も
言
及
い
た
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
治
療
を
成
功

に
導
く
ポ
イ
ン
ト
を
、
形
成
か

ら
装
着
ま
で
段
階
ご
と
に
詳
し

く
解
説
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
適
切
な
取
り
扱
い
方
に
つ
い

て
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｓ
導
入
を
ご
検
討
さ
れ

る
先
生
方
の
た
め
に
、
各
メ
ー

カ
ー
の
ご
協
力
の
も
と
、
必
要

な
情
報
や
選
定
時
の
参
考
事
項

を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歯
学
部
教
育
へ
の
展
開

歯
学
部
教
育
へ
の
展
開

　

次
に
、
神
奈
川
歯
科
大
学
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
／
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し

た
歯
学
部
教
育
に
つ
い
て
、
実

際
の
利
用
状
況
や
学
生
の
反
応

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ

Ｓ
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
学
修

だ
け
で
な
く
、
学
生
の
学
修
効

果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
ど
の
よ
う
に
教

育
現
場
で
活
用
し
て
い
る
か
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私

立
歯
科
大
学
と
し
て
全
国
で
２

校
目
と
な
る
文
部
科
学
省
認
定

Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
校

と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
供
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

今
後
の
展
望

今
後
の
展
望

　

最
後
に
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
義

歯
の
最
新
動
向
と
と
も
に
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
も
た
ら
す
歯
科

医
療
の
未
来
像
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
が
、
ご
参
加
く

だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
先
生
方
に

と
っ
て
有
益
な
も
の
と
な
り
、

歯
科
医
療
の
さ
ら
な
る
発
展
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
そ
し

て
運
営
に
携
わ
ら
れ
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歯
科
研
究
部
は
２
月
５
日
、

歯
科
臨
床
研
究
会
「
口
腔
内
ス

キ
ャ
ナ
ー
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
歯
科
の
現
状
と
未
来

―
歯
科
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

現
状
―
」
を
協
会
会
議
室
と
Ｗ

Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は
神

奈
川
歯
科
大
学
口
腔
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
学
分
野

主
任
教

授
・
星
憲
幸
氏
が
務
め
、
１
５

１
名
が
参
加
し
た
。

　

医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
推
進

さ
れ
る
中
、
歯
科
領
域
に
お
い

て
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
中
心
と
し
た
デ
ジ
タ

講師の星氏

確定申告講習会確定申告講習会

適切な税務処理と適切な税務処理と
着実な手続きを期限内に着実な手続きを期限内に

渡邊氏 古閑氏

神奈川県 厚労省 リーフレット

◀ 最新情報は各QRコード
よりご確認ください。

病院賃上げ支援金病院賃上げ支援金
診療所等賃上支援金診療所等賃上支援金

4カ月分の一時金支給4カ月分の一時金支給（12～3月の賃金改善）（12～3月の賃金改善）は3月中には3月中に

無床診最大15万円無床診最大15万円

〈お問合せ〉 

診療所 ： 神奈川県医療整備 ・ 人材課

℡ 045 ‐ 285 ‐ 0731（平日9:00～17:00）

病院 ： 厚生労働省コールセンター

℡ 03 ‐ 6745 ‐ 8288
　　　　　　　　　　　　（平日9:00～12:00、 13:00～17:00）


